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海洋性 細菌 に よ る EPA 生 産 に 及 ぼす培 地成 分及 び NH4 ＋

の影 響

　　 （山口 大 ・ 工 ・応 化工 、＊（財）相模 中央化 学研 究所 ）

　 ○ 中村賢治
，

山田　暁
，
舟橋 　均

，
中尾 勝實 ， 矢 澤

一
良累

1 ．目的　当研究室 で は 、 こ れ まで に 特 異的 に エ イコ サベ ン タエ ン 酸 （EPA）を生産 す る海洋

性細菌に つ い て 培養条件の 検 討 を行い 、 ペ フ
’
トンは菌体増 殖 に 、 酵母 工 キスは EPA生産 に 強

く影響す るこ とt）及びカ ゼ イ ン由来の ペ プ トン端 が使用濃 度 と して至適 で ある こ とを報告

した
2 ｝

。 本研究 で は、培 地 に 添加す る酵母エ キス濃 度の 至適値 と代謝副産物で あ る 臨
＋

が

菌体増殖 、EPA生産 に及ぼ す影 響に つ い て 定 量的に検討 し た 。

2 ．方法　菌株 は海 洋性 細菌SCRC −2738株を使用 した。ペ プ トン鰡 、酵 母 工 キス 1監 人工 海

水 1／2濃度 を基本培 地 と した 。 培養 は3．0 旦容 発酵 槽を 用 い 、 培 養 温度 10〜 20℃ 、pH7 ．0 、

通気 量 1vv阻で 行 っ た 。 分析方 法 と して 、 菌体濃度 は濁 度法 を 、ア ン モ ニ ア 濃度 は イン ドフ

エ ノ ー ル 法 を用 い 、EPAはキ ャ ビ ラ リーガ ス ク ロ マ トグラ フ ィ
ー・・　e；よ り定量 し た 。

3 ．結果 　ベ プ 5ン縦 に 対 し、酵母 エ キ ス濫度 を 0．5，1，2Xと変化 させ て EPA生産 に つ い て 検

討 し た とこ ろ、酵母 エ キス 濃 度 IXが適 して い る こ とが 判明 し た 。 生育阻害 を引 き起 こ す と

予 想され る代 謝副産 物 NH4 ＋

に つ い て は、そ の 議度が約 1．5g ／奴 こ達す ると、EPA生産 は ほ ぼ

停止す る もの の菌 体 は少 しず つ 増加 す るこ とが観 察 さ れ た 。 また 、 20℃ に おけ る比増 殖速度

（μ ）と職
＋

比生産速 度（ρ・NU4 ・ ）はiE比 例の 関 係 に あ っ た が 、 10℃ に低 下 ざせ る と ρ Nff4 ＋ は

そ れ ほど 低下 しな い の に も 関 わ らず μ は大 き く低下 す る こ とが 判明 した 。 さ らに 、μ が 0．3

h
−1以 上に お い て EPA比生 産 速 度（ρ・SPA ）は 約 4× 10

”5h −・i の 高 い馗 を維持 す るが 、それ 以下で

は P ・ePA は μ と共に 低下 す る こ とが 判明 し た 。 　 1 ）舟橋 ら ゴ平 成 3 年度 日 本発 酵工 学会 大

会 p ．39 ， 2 ）中村 ら ： 平 成 4 年度 H 本生物工 学会大 会 P．240
Effec 七　〇 f　NH4＋
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糸状 性細菌Sphaerotiius　natans に よ るpoly（HB −co −HV ）の 生産

　　（西東京科学大 学理工 学部バ イオサ イエ ン ス 学科 ）

　○武田　穣 ，坂 　宏明 ， 大橋康晶 ， 浜名宏朗 ，松 岡　浩

目 的 ：糸状性細菌S．naians は活性汚泥の 膨化 （バ ル キ ング）の 原 因微生物の
一

つ とし て

広範に研究され 、乾重で 30〜40％ の P｝B を蓄積する こ とが報告 されて い た 。 しか し 、 詳

細な 検討 は されて い ない 。

一
方 、 PHB をは じめ とす る ヒ ドロ キシ 飽和 脂肪酸の エ ス テ ル

結合重合体（PHA ）は 、 環境負荷低減の 観点か ら生分解性プラス チ ッ ク と して 注目されて い

る 。 こう した こ とか ら、本糸状性細菌 によるPHB 生産を定量 的 に検討す る とと も に 、 よ

り耐衝撃性 に 優れ実用 性の 高い poly（HB −co ・HV ） （ヒ ドロ キ シ酪酸（HB ）と ヒ ドロ キ シ吉草

酸（田 ）の共重合体） の 本菌に よる蓄積の 可能性を探るこ とを 目的として 研究に 着手 した 。

方 法 ：使用 した菌株はS．ttataiis　IFO135tl3で あ り、培養条件は 回分培養 に よ っ て 検討 した 。

培養後、菌体を回 収 ，乾燥 し乾重 を測定す る とと もに 、

一
部 をク ロ ロ ホル ム 存在下で メ

タノ リシ ス した 。 こ れ をGC に供 し菌体 中の PHA 含量お よびモ ノマ ー組 成比 を算出 した 。

結 果 ：炭素源 お よび窒 素源 と して ぶ ど う糖 お よびペ プ トン を使用 した培地 の 場 合 、初発

pH6 〜7の 範 囲で 皐好 な結 果 を得 た 。 120 時 間 の 培養 で ぶ ど う糖 （10g／1）は 消 費さ れ 、

40〜60％の PHB を蓄 積 し た2〜3g／1の 菌体が得 られ た 。 通気 量 J
ペ プ トン濃度 の上 昇は

PHB 生産性の 低 下 をもた ら した。ぶ ど う糖 ，
ペ プ トン を含む 培地で 前培 養 した後集菌 し、

これ らの 他 に プロ ピオ ン酸ナ トリウム を含 む断鮮な培地に 菌体を懸濁 して さ らに培養 し

た と こ ろ、 40％程 度の含量 で poly（HB −co −HV ）が蓄積 され た 。 さ ら に、前培養 を経ず共重

合体合 成用 培地 に直接植菌 した 場合に も、効率は低下 した もの のPQIy（HB −c（FHV ）は合成

された。共 重合体 中の HV モ ノマ
ー

分率は プロ ピオン 酸ナ トリウム 濃度 に依存 して い た 。
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